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生徒の意欲向

せるこ
れている。教

より学習意欲

課題の工

くの生徒に
になり、成果

向

　家庭学習に結びつけられるような授業構
成を工夫するとともに、家庭学習時間調査

基礎、基本

には、１日２
生

　教科担当教員が中心となって直前に口頭
中心で行っていたＴＴ指導の事前打ち合わ
せを、簡単な事業展開を提示するようにし、

　家庭学習の内容と連動した単元ごとの小
テスト等によって自分の課題を把握させ、必

生 像

 現在のやり方では、個々の進度に差が出
てしまうので、今後は課題内容を検討し、全

きた。家庭学習時間が毎日２時間以上に向けての取り組み
取り組もうとする態度が見られるようになるには、折々の定

、生徒が家庭でも自主的に学習するための学習方法の提示な
表現力を高める手だてについて研修を深めることができ、生

関する保護者の意見を求めるなど時に家庭も巻きこ

　各教科で、「自己評価シート」の実施や、
自己表現活動の積極的な導入、ワークシー
トの工夫による表現力の向上、小テストで

び を実施す

　全教科の授業研究を実施しながら、特に
生徒が自分の思いや考え方を生き生きと表
現できる題材の授業研究を計画的に行い、
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な家庭学習調査により、全体で
２時間以上の家庭学習が定着し
で、生徒の割合は増えている。
として習慣づけができていない
で、継続して全体・個別、両面で

必要である。

見
て

しか
生徒

の

　家庭学習の効果を生むため
時間、つまり１週間で１４時間が効果を
む最低時間と名付けられて

B

時間
Ｂ 生徒の家庭での平均学習時間が１時間３０分～２時間未満

以上を目 の継続、及び学校全体として、各教科の宿
題の量などの把握をし、毎日２時間以上の
家庭学習が習慣となるように指導の工夫を

いる。２時間
以上の家庭学習が定着しているようであ
るが、その中味が問われている。

Ｃ 生徒の家庭での平均学習時間が１時間～１時間３０分未満 する。また、家庭学習の内容もさらに生徒が
家庭で主体的に取り組みたくなるように充

Ｂ

Ｄ 生徒の家庭での平均学習時間が１時間未満
実を図る。

の定 ○家庭学習の質的な向上
立て

・個別の能力、定着度に
習を行よう指導する

の
Ａ 「自分で学習の仕方を工夫した」
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分か
に
で

の宿題はほぼきちんと行うこと
が、学習方法など改善してきた

生徒は７０％である。授業の予習
役立てることができるよう、授業ノ
りやすく工夫するなどの指導は

行えたが、ながら勉強をしないな
の学習方法の指導が十分でなか

がで
と肯
や
ー

効
ど
っ

B

　授業だけですべての生徒に
を定着させるのは難しい。家庭学習に
よって授業についていける

要である。

応じ Ｂ 「自分で学習の仕方を工夫した」生徒が６０～８０％た家庭学
だけの基礎、

基本を生徒が身につけることも大切であ
る。家庭での学習方法の適切な指導が必

ず再テストなどにより苦手なところを克服で
きるという体験をさせていくことを積み重ね
る。それによって達成感を味わわせるととも

Ｃ 「自分で学習の仕方を工夫した」生徒が５０～６０％ に、生徒個々に応じた学習内容や学習方法
が見つけられるよう教育相談等の機会も有

Ｂ

Ｄ 「自分で学習の仕方を工夫した」生徒が５０％未満
効に使い、助言、指導する。

②基礎・
の定着

○ＴＴ指導および個別指導

・授業でＴＴの特徴を生か
導を行う

基本

し
Ａ

８０％以上のＴＴの授業で、個別指
導を行った

た個別指

導を必要とする全生徒の指
　学
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徒に
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力向
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上支援員、特別支援教育支援員
く、T２として他教科の教員が授業
、８０％以上のＴＴ授業で個別指導
ができた。今後は、さらに特定の

中した指導だけでなく、より多くの
態を把握しながら、集団の学習内
が進むTTの授業ができるよう授
が工夫していく必要がある。

だ
に
を
生
生
容

業

　これらの指導により、より多
手をかけることができるよう
も上がっている。今後も、生徒の学力を
上させるために、指導技術や教材研究な
ど教員や支援員の力量を高め

くことが望まれる。
A

Ｂ
６０～８０％のＴＴの授業で、個別指導を必要とする全生徒の指
導を行った るととも

に、指導方法についても研究を深めてい

生徒の活動を予想した指導ができるように
配慮する。また、授業後に気づいた改善点
などを積み重ねられるように簡単な記録の

Ｃ ＴＴの授業で、個別指導を必要とする生徒の指導を行った

Ａ
交換をするなど個別の生徒だけでなく、集
団全体に効果的な実施方法も検討する。あ
わせて、引き続き学力向上支援員・特別支

Ｄ ＴＴの授業を行った
援教育支援員の確保により補充指導を充
実させ、基礎学力の定着を図る。

○モジュール学習

・モジュール学習評価テス
が８０点以上を目指す

Ａ モジュール学習評価テストで学年平均点が８０点以上
　漢
朝の
り組
る評
を越
生徒
る内

字、
１０
んだ
価
え
（
容

計算、英単語の３つを日替わりで
分間を利用し、モジュール学習に
。どの学年も、学んだ内容を確

テストにおいて、平均点が８０点以
た。今後も継続して取り組み、個々
特に進度の早い生徒）に十分対応
となるように改善したい。

、
取

認す
上
の

す

　モジュール学習が、脳を活性化さ
とは、科学的にも明らかにさ
員が生徒に合わすのではな

A

トで
Ｂ モジュール学習評価テストで学年平均点が７０点～８０点未満

平均点 く、生徒がつ
いて来ることができるように指導を磨いて
いくことが重要である。

員が必ず学習するものと、進度の早い生徒
には、応用問題を設定し、それぞれの生徒
の達成感の充実を図りたい。また、国語、数

Ｃ モジュール学習評価テストで学年平均点が６０点～７０点未満

Ａ
学、英語に加え、理科、社会の教科も実施
できるように検討し、少しでも生徒の学習意

Ｄ モジュール学習評価テストで学年平均点が６０点未満
欲を高めていく。

③学習意
表現力の

着

○校内授業研究会の開催

・校内研修に計画的に取
意欲と表現力の指導改善

欲と
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Ａ

校内研修を計画的に実施し、研修
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修の年間計画に沿って研究授業
研修に努めた。研究主題に沿った
や内容を行うよう、共通理解を図
んだ。授業研究では、参画型の協
より話し合いを深めることができた

の授業展開としてワークシート
ループ別の協議、そして全体への

流れが生徒の意欲の向上にも繋
たが、生徒間の活発な意見のや
言の活発化までには至らず、さ

の改善が必要である

を
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　校内の研修を計画的に実施し
解を図り取り組んだ。
　参画型の協議実施により
上に繋がってきたが、さらに

B

を
Ｂ 校内研修を計画的に実施し、研修を深めた

指導法を改善
され生徒の意欲向上に取り組んでいただ
きたい。 B

図る その中で学習意欲と表現力が向上する共
通した指導法や授業展開を重点的に探り、
明確にしていきたい。また、授業の基盤とな

Ｃ 校内研修を計画的に実施した
る学級集団のつながりについても教員の資
質向上を図った研修を実施する。

Ｄ 校内研修の実施が不十分であった

○学習意欲と表現力向上
業の 改善

・授業展開の改善と課題
より、学習意欲と表現力の

の
Ａ

授業展開の改善と課題の工夫な
の向上が十分に見られた。
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ートでは、ノートを工夫し、分かり
できている生徒は、８０％以上で

授業や学級の話し合いで発表する
％以下となっている。学習の基礎

着は学力調査でも平均をやや越
が、応用的な問題に対してはまだ
答率にいたっていない。これまで
開や課題提示の改善に加え、さ
欲と表現力を高める工夫が必要
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　授業展開と課題の工夫に
の向上が感じられるが、ただ応用問題な
ど不十分な面もあり、より改善と
夫が必要と思われる。

B

の工
向

Ｂ
授業展開の改善と課題の工夫などにより、学習意欲と表現力
の向上が見られた。

夫などに
上を図る

の計画的な学習の定着など、これまでの取
り組みを生徒の主体的な取り組みとなるよ

Ｃ
授業展開の改善と課題の工夫などを行ったが、学習意欲と表
現力の向上があまり見られなかった。

B うに工夫して授業展開を改善していきたい。
また、作文・スピーチ・研究発表などのコン
テストや大会での出場者や受賞者が増加

Ｄ
授業展開の改善と課題の工夫などを行ったが、学習意欲と表
現力の向上が見られなかった。

し、表現力の向上が見られたが、さらにコン
テストや大会、検定の挑戦者が増えるよう
に生徒個人あるいは家庭への継続した呼

活　動　全　体　の　評　価

　確かな学力の育成に向け、授業及び家庭学習の関連を図りながら指導を行って
は順調にできてきていると思うが、生徒が自らの課題を明確にし、主体的に学習に
期テストや単元テストに備えた学習方法のガイダンスや教科の宿題だけでなく
ど教師側の工夫と努力が必要である。「書くこと」による表現力の育成の研究は、
徒の表現力も向上してきた。しかし、表現力が不十分な生徒もまだおり、表現力の活動に
んだ指導をするなど、今後も継続して取り組んでいく必要がある。
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　職員一人一人が常に人権・同和教育の視
点をもって考えられるように、実際の学校生
活の中での気づきなどを取り上げて、今後

ができたこと
ートにある

いない生徒も

を行ってきた。生徒への働きかけでは、日々のふ
授業でのペア・グループ学習、作品の他者評価、友達のよいと

の結果として人権に対する意識は高められたが、自己の問題と
のふれあいを大切に、これらの活動を継続させていきたい。職

向けての職員研修を行った。今後内容を充実させ、職員の

　生徒会の目標と人権集会の目標とを関連
をもたせ、日々の生徒会活動の実践が人権
の意識化に繋がるように継続して取り組ん

像

い自

取り組まれ、

同和研修を
関わる公開

努め

　朝終礼などでの指導を継続していくこと
と、さらに生徒の生活上のよい面を確実に
把握するためにもより細かな情報収集に心

　授業での共同学習や生徒会活動など他
者との関わりの活動を継続していき、良好
な人間関係を育成していきたい。学級や生

気づく学習が

え、より一層

生徒
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標
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①自分の良
感じる心の

さを
育成

○生徒との積極的なふれあ
価
・日々の触れ合いやあゆみの
の様々な活動等を通して生徒
良い面をしっかりほめ、より良
切にアドバイスでする

いと

や
Ａ

生徒に「良さ」を伝える場面を計画的に
い、適切にアドバイスができた

「良さ」の評

りとり、学級

設定し、生徒と積極的に触れ合
　学
朝礼
える
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通し
でき
友達
た。

級通
で
こと
」
て
た。
の

信や「あゆみ」へのコメント、全
の表彰などで、生徒自身の良さを
ができた。また、日々提出される

や定期的な教育相談や日頃の会
生徒に適切にアドバイスを行うこと

また人権集会を通して自分の良
良さについて考えさせることもで

校
伝
「あ

話を
が

さ、
き

A

　積極的に適切なアドバイス
は賞賛される。　ただ、アンケ
「あゆみ」が毎日提出できて
いるので、この点などさらな一

くな
Ｂ

生徒に「良さ」を伝える場面を計画的に設定し、生徒と触れ合い、アドバ
イスができた

る努力をして
欲しい。

がけていきたい。また、日常の授業におい
ても個々の生徒の発言や活動を大切にし、
生徒に的確なコメントや支援ができる配慮

人ひとりの
るように適

Ｃ
生徒に「良さ」を伝える場面を設定し、生徒と触れ合い、アドバイスができ
た

A
をしていく。そのためにも担任会や職員会で
の生徒の情報交換を密にしていきたい。

Ｄ
生徒に「良さ」を伝える場面を設定したが、生徒とあまり触れ合い、アド
バイスできなかった

②友達の良
認める心の

さを
育成

○学び合い、高め合う学級集
・ペア学習、グループ学習、
ころさがしなど友だちの良さに
積極的に行う

団
友だ

気
Ａ

授業や学級活動、学校行事など友だち
取り組り入れ、多くの場面で友だちの良

の育成
ちの良いと
付く活動を

の良さに気付く活動を計画的に
さに気付かせることができた

　授
友達
とが
や行
示す
極的
通し
がで

業で
の
でき
事
る
に
て、
き

グループ学習やペア学習を通し
良さに気付かせる場の設定をす
た。また、生徒会の挨拶強化運

に向けて一人一人の取り組みを
ことで、友達の良さに気付く活動を
行うことができた。また、人権集会
友達の良さに気づく学習を行う

た。

て
るこ
動
掲

積
を

こと
A

　多くの場面で友達の良さに
行われた。中学生には、心の育成がかか
せません。様々な機会をとら
心の育成をお願いしたい。

Ｂ
授業や学級活動、学校行事など友だちの良さに気付く活動を計画的に
取り組り入れ、友だちの良さに気付かせることができた

A

徒会での集団に加えて、清掃などでの縦割
り班でのリーダー育成に取り組み、また、部
活動での人間関係についても職員が把握

Ｃ
授業や学級活動、学校行事など友だちの良さに気付く活動を計画的に
取り組り入れた

し、指導していく。

Ｄ
授業や学級活動、学校行事など友だちの良さに気付く活動を取り組り入
れた

③人権・同
育の推進

○定期的な人権・同和教育研
・人権・同和教育研修を計画
学校教育活動において全職
を高める

和教

修
的に
員が

Ａ
人権・同和教育研修を計画的に実施し
向上につながった

の実施
取り組み、
人権意識

、研修を深めたことで教員の資質
　職
修を
同和
会、
こと
援学
ど人
善点
いて

員会
実
教

人権
がで
級
権
を
もさ

に合わせ、人権・同和教育職員
施している。また、2学期には人権
育に関わる授業の公開、授業研

集会に合わせての職員研修を
きた。研修では、普通学級と特別

とを一つにした名簿作成について
意識をもった視点での学校生活の
話し合うことができた。同和問題に
らに研修を深める必要がある。

研
・

究
行う

支
な
改
つ

　職員会に合わせて、人権・
実施したり、人権・同和教育に
授業をされる等、人権意識の高揚に
られている様子が伺えます

Ｂ 人権・同和教育研修を計画的に実施し、研修を深めた
さらに内容の充実を図っていき、定期的な
研修も継続して実施したい。道徳などの授
業において、人権・同和教育の視点を中心 ＢB

が、諸問題解
決のため、尚一層の研鑽に努めて欲し
い。

Ｃ 人権・同和教育研修を計画的に実施した
に授業研究会を行いたい。

Ｄ 人権・同和教育研修の実施が不十分であった

○生徒会を中心とした人権集
・生徒会を中心とした人権集
取り組ませ、生徒の人権意識

会
会に
を

Ａ
生徒が人権集会に主体的に取り組み
れた

の充実
主体的に

向上させる

、人権意識の向上が顕著に見ら
　”
を見
集会
活動
では
を中
決に
答え
向上
で発
０％
こと

一人
つ
テ
に
自
心
向
た
に
表
以下
が

の一歩で大きな変化～新しい自
けよう～”の生徒会スローガン（人
ーマ）のもと、体育祭、文化祭、学
向けて取り組めた。また、人権集
他の良さに気付く生徒会主体の活
に行い、人権問題に関心を持ち、
けて考えることができたと肯定的
生徒が　9０％以上であり、人権意
つながったが、人権集会で大きな
できたと肯定的に答えた生徒が６

であり、もっと自己表現力を高め
必要である。

分
権
習
会
動

解
に
識
声

る

　“一人の一歩で大きな変化～新し
分を見つけよう～“の 人権集会の素晴ら
しいテーマのもとで各活動に
生徒会主体に行われた事が、

アンケートにおいて90℀以上の肯定的な
答えとして表れている。改善案に

識化に繋がり、自己表現力も高ま

B

Ｂ 生徒が人権集会に主体的に取り組み、人権意識の向上が見られた
でいく。そのために生徒会本部を主体に、
年間を通して全校に向けた人権意識を高め
る掲示活動に継続して取り組み、人権集会

自分の良
さ、友達の良さに気付き、人権問題に関
心をもち、問題解決を考える事が出来た。 B

Ｃ 生徒が人権集会に取り組み、人権意識の向上が少しずつ見られた
もその流れの一つとなるように位置づけて
取り組ませたい。もあるよ

うに継続して取り組まれる事が人権の意

Ｄ 生徒が人権集会に取り組み、人権意識の向上が見られなかった
ると思

う。

 　思いやりと豊かな心を持つ生徒の育成を目指し、生徒への働きかけ、職員への働きかけ
れあい、「あゆみ」などのやりとり、教育相談、学級の様々な活動、道徳、学活、
ころ探し、人権作文・標語作り、人権集会などを計画的に行うことができた。そ
して十分に感じ取れるまでには至ることができなかった。さらに、日々の生徒と
員への働きかけでは職員会に合わせて実施した職員研修、授業研究、人権集会に
人権意識もさらに向上させていきたい。
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　継続したトレーニングの実施と体力向上の
意識を高めることを心がけ、体育的行事に

　食事中のテレビ視聴やテレビ・メールの時
間について、家族で取り組めるよう小・中連
携した指導を行う。家庭での取り組みが広

　防災学習や防犯教室は、生徒の安全意識
を高められるように事前打ち合わせを綿密
に行い、本校の実態に即したもの、マンネリ

　自己管理ができにくく、欠席や保健室来室
等が多い生徒については、全体指導だけで

　集会を開き、部は異なっても全校で部活
動を高めようと働きかけたが、十分に効果

方
たが、今年

計
ある

あり、この
も十分興
れる。しか

　不登校生徒の対応やいじめ問題などの対
応で、関係職員で連携して取り組めた点で

体力向上のた
が、体力向上

ズムを
保護者に対

しかし、２

日常生活を振り返らせることができたが、個々の生徒の問題とし
取り組もうとする参加意識や向上意識につながるまで

ど全体的な指導の場の充実をさらに図り、一部生徒の集団へ
や専門機関との連携を行い、家庭との連絡を十分に深めながら

　地域、警察との連携、街頭指導などにより
大きな事故がなく概ね安全に過ごせたが、
年度当初は自転車の乗り方等で、注意をす

ついて

いるが、そ
い。日々

像生徒
今年度重点

標
目

指                
評  価  基  準 自己評価 学校関係者評価

 標
Ａ＝良い、Ｂ＝やや良い、Ｃ＝やや悪い、Ｄ＝悪い 達成状況 評価 考　　　　　　察 評価

改  善  方　策　案　

(

3

)

ね
ば
り
強
く
心
身
を
鍛
え
る
生
徒
の
育
成

①基本的な
活習慣の確

○担任会の定期的な開催
・定期的に担任会を実施し、
情報交換を行い、全職員で共
導を行う。

生
立

生徒 Ａ
定期的に担任会を実施し、生徒につい
通理解に立った効果的な指導ができたについて

て情報交換を行い、全職員で共 　定
情報
通理
全職
かっ
指導

期的
交
解
員
た。
を

に担任者会を開き、生徒につい
換や、生徒指導上の注意事項の
を密に行うことができた。職員会
へ共通理解を図ることが十分で
また、全職員で協力して効果的

施すまでには至らなかった。

て
共
等で
はな
な

　定期的な担任会を開き、生徒に
の情報交換や、指導上の注意事項の共
通理解等十分に行い、また職員間の話し
合いの場を重ね、連絡を密に
題の解決にあたって欲しい。

通

Ｂ
定期的に担任会を実施し、生徒について情報交換を行い、全職員で共
通理解に立った指導ができた

は良かったが、問題が解決できたとはいえ
ないので、今後さらに職員間の連携が強まして、諸問

理解した指

Ｃ 定期的に担任会を実施し、共通理解に立った指導ができた
り、諸問題に対してよりよい対応ができるよ
う、職員間の話し合いの場を多く取り入れて

 ＢＢ

Ｄ
定期的に担任会を実施し、共通理解に立った指導が十分にできなかっ
た

いきたい。

②体力づ
習慣化と体

向上

○保健体育科における取り
・授業を通して体力を向上さ

くりの
力の

組み
せる Ａ

授業を通して体力向上に継続的に取り
図られた。

組み、多くの点で体力の向上が 　１
した
筋力
だ。
ング

学期
取り
トレ

今後
を

の前半は体力向上のための、継
組みができなかった。１学期末か
ーニングなどに授業前に取り組
も筋力トレーニングや走るトレー

授業の中で継続していきたい。

続
ら

ん
ニ

　１学期末より授業を通して
めの取り組みは出来ている
までは図られていない。全国体力測定結
果等を参考に、優れている
把握し、重点的に授業の中等でＣ

Ｂ 授業を通して体力向上に継続的に取り組み、体力の向上が図られた。
向けて全校でトレーニングに取り組んだり、
生徒への呼びかけを積極的に行ったりして点や努力点を

Ｃ

Ｃ 授業を通して体力向上の継続的な取り組みが実施できた。
いきたい。日常の授業においても学習する
種目に対応してトレーニングに変化を持た
せながら、自己の体力向上に挑戦する意欲

体力向上
に向けての工夫・改善を図られたい。

Ｄ 授業を通して体力向上の継続的な取り組みが不十分だった。 を高めたい。

○部活動における取り組み
・部活動を通し、心身を鍛え、
を向上させる

体力 Ａ
部活動の取り組みにより、体力、精神
主的な取り組みが見られたと精神力

力などの向上が見られ、生徒の自 　夏
ナー
示に
るが
つが
いの
い。

休み
の
は
、
で
で

に部活動集会を開いて、体力、
向上などを呼びかけたが、顧問の
積極的に取り組む姿勢が定着し

自主的な取り組みができない、あ
きないなど主に精神面での課題が
、今後も集会等で呼掛けていきた

マ
指

てい
いさ

多 Ｂ

　１学期は意欲的に取り組んで
の後の取り組みにも意欲が欲し
の活動に目標を持って取り組

いくものと思われる。先ず、

待したい。

Ｂ 部活動の取り組みにより、体力、精神力などの向上が見られた

Ｂ

があったとはいえず、いじめ問題がおこった
ので、今後顧問者同志のつながりを深め、

むことにより
意欲も向上し、体力向上へもつながって

Ｃ
部活動の取り組みにより、体力、精神力などの向上があまり見られな
かった

基本的な部活運営の共通理解を図り、指導
の歩調をきちんとそろえたい。また、保護者
との連携強化に努め、生徒の部活への帰

身近な目標で
達成感を味わいながら、大きな目標を目
指す中で自主的な取り組みへの変化を期

Ｄ 部活動の取り組みにより、体力、精神力などの向上が見られなかった 属意識を高めていきたい。

③学校保健
推進

○各種健康教室の実施
・各種健康教育や学校保健委
に実施し、自己管理ができる

員 Ａ 各種健康教育や学校保健委員会を計会を計画的 画的に実施し、自己管理ができた
　１
指導
学期
を外
会で
会を
た生
ける

・２
と
に
部
は
開
徒
生

年は１・２学期に栄養教諭による食
養護教諭による禁煙教育を、３年
薬物・エイズ・食育等各種健康教
講師を招き実施した。学校保健委
、心の健康について授業公開・講
催し、自分の行動や考え方に活か
が８９％だった。病気やケガに気
徒が増加し自己管理に努めた。

育
は３
室
員
演
せ

をつ

Ａ

　各種健康教室や学校保健委員会を
画的に実施しておられる。成長期で
生徒の自己管理には保護者の協力・

向けて更なる呼びかけに努

よう

Ｂ 各種健康教育や学校保健委員会を計画的に実施し、自己管理に努めた
なく、時間を設定し個別指導を積極的に行
う。また、保護者への生徒の「健康の記録」

援助
も大切なので、保護者の健康意識向上に

Ａ

に指導する

Ｃ 各種健康教育や学校保健委員会を実施した
を定期的に送付しているが、さらに家庭で
の健康意識が高められるように保健だより
等の改善をさらに図りたい。

めて欲しい。

Ｄ 各種健康教育や学校保健委員会が一部しか実施できなかった

○生徒会による生活リズム向
の充実
・健康への理解を深め、健康
しい生活習慣を定着させる

の 上

に

Ａ
生活リズムチャレンジシート等の生活習
以上

の取り組み

配慮した望ま

慣に対する肯定的評価が８０％ 　生
から
し、
刻や
しか
識に
きた
聴と
働き

徒会
、

保護
体
し、
よ
。３
テレ
か

保体部の生徒が生活リズムの結
睡眠について取り上げ文化祭で発

者や地域へ情報発信した。就寝
調などは徐々に良くなってきてい
食事中のテレビ視聴は、家庭の

るところが大きく、家により差が出
学期の記入時に、食事中のテレ
ビ・ゲームの時間が達成できる

けた。

果
表
時
る。
意
て

ビ視
よう

　文化祭において生徒自ら生活リ
題材にした発表をしたことは、
して良いはたらきかけになった。
年生におけるテレビ・ゲーム

とつである。生活リズム向上と

できたりするよう、親子相互に

Ｂ

Ｂ
生活リズムチャレンジシート等の生活習慣に対する肯定的評価が６０％
以上

がるようにＰＴＡ組織との連携を計画的に実
施し、生活リズムの安定化による生活習慣

Ｂ

視聴時間等
の目標達成率が悪く、評価の点では今ひ

Ｃ
生活リズムチャレンジシート等の生活習慣に対する肯定的評価が５０％
以上

の改善を図りたい。いう課題
は、親の生活習慣の影響が多大であり、
今後はチャレンジシート等、親自身が参加

Ｄ
生活リズムチャレンジシート等の生活習慣に対する肯定的評価が５０％
未満

意識向上を
する工夫をしてもらいたい。

④安全対応
力の向上

○各種防災教室の実施
・防災学習を計画的に実施、
上に努める。

能

安全 Ａ 各学習の安全意識評価・まとめで肯定意識の向 的評価が８０％以上
　防
によ
７３
犯教
法は
だっ
態と
解を

災学
る

％、
室
今
たが
か
深

習として、避難訓練・日赤の指導
救命救急法を実施し、 肯定的評価
江津警察署少年補導職員による
は肯定的評価が８２％だった。救
年講師を変え指導方法が違い新

、防犯教室は内容が多く本校の
け離れた部分もあり教員の評価は
める上で今一つだった。

員
が

防
急
鮮
実
理

　ＡＥＤは今では身近な存在で
実践を取り入れたことは生徒に
味を持たせる内容であり評価さ
し、肯定的評価が伸びなか

　また、防犯防災教室は学年別に

は火災や水害等の身近な防災意識を

Ｂ

Ｂ 各学習の安全意識評価・まとめで肯定的評価が６０％以上
化しない内容で今後も計画的に実施する。
また、各学級において、身近に起きる自然

Ｂ

ったことは、今
後実践方法について改善すべきである。

Ｃ 各学習の安全意識評価・まとめで肯定的評価が４０％以上

災害などを題材に各授業や朝終礼などで取
り上げ、各防災学習と関連づけながら安全
意識の向上を図りたい。

テーマ
を絞る方法が良いのではないか。３年生
はＩＴ関連の防犯意識にも広げ、１、２年生

Ｄ 各学習の安全意識評価・まとめで肯定的評価が４０％未満
高

める等、実施方法について改善してもら
いたい。

○登下校の安全指導の充実
・終礼や部活動終了時には、
用や不審者などへの注意を継
識の向上を図る

 反
続

Ａ
終礼や部活動終了時の注意を継続し
が８０％以上

射タスキ着
し、安全意

、生徒の安全意識の肯定的評価 　集
向上
をつ
以上
ルメ
動終
射タ
た。

会や
に
け
で
ット
了
スキ

朝・終礼を通し、安全面での意
努めた。登下校時の安全につい
たと肯定的に解答した生徒が８０
あった。自転車の乗り方（並進や
なし）や反射たすきの着用など部
時に指導を行ったが、一部生徒に

を忘れ、貸し出すなど課題があ

識
て気
％
ヘ
活
反

っ

　昨年は下校時に危険な自転車の乗り
をする生徒があると聞いてい
度は聞かれなくなり、安全面への指導が
徹底されていることは評価する

　また、定期的に生徒や保護者に

ていただきたい。

Ｂ
終礼や部活動終了時の注意を継続し、生徒の安全意識の肯定的評価
が６０％以上

。今後も継
続して安全指導を徹底してもらいたい。

ＢＢ

ることが多かったので、安全な自転車の乗
り方をはじめとして、安全な生活の送り方に

Ｃ
終礼や部活動終了時の注意を継続し、生徒の安全意識の肯定的評価
が４０％以上

対して、
通学路において危険箇所がないかの情
報を聞き取りし、事前に把握するようにし

ついての呼びかけを継続していきたい。学
級指導での授業において計画的に指導を
図りたい。

Ｄ
終礼や部活動終了時の注意を継続し、生徒の安全意識の肯定的評価
が４０％未満

　生徒の健康管理意識は、生徒会での主体的な活動により身近な問題として
て捉えることがあまりできず、体力の向上面においても、部活動へ生徒自らが積極的に
にいたらなかった。授業をはじめ生徒会活動や各種健康・安全教室、部活動な
の不適応改善に向け、詳細にわたる状況把握、そして、スクールカウンセラー
着実な指導を図りたい。
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の体
されてい

　中村家の郷倉やふるさと発展に尽力した
人調べ、地域での職場体験など、地域の素
材を学習に積極的に取り入れ、生徒が地域
への関心を引き続き高めていけるよう指導

情報発信
ろいろ知る

評価する。更
なく、今後の

力を入れら
効果的であ
い。文化祭や

知ることは

ていったので今後も積極的に取り入れていきたい。
なってくるので、今後は少しずつ小中合同の授業研究

て頂き、また、地域からの期待を生徒が感じてがんばる動機
ことが大切だと考える。

　今年度の取り組みを生かし、更に小中連
携の充実を図るために、お互いが授業公開
や児童生徒の情報交換の回数を増やし、児
童生徒の現状を単刀直入に意見交換し合

　ＨＰの定期的な更新を確実にしていくとと
もに、ＨＰの内容や活用方法の工夫等につ
いて、より一層の充実を図っていく。そのた
めにも、ＨＰについて保護者アンケートをと

像生徒
今年度重点

標
目

指                
評  価  基  準 自己評価 学校関係者評価

Ａ＝良い、Ｂ＝やや良い、Ｃ＝
 標

やや悪い、Ｄ＝悪い 達成状況 評価 考　　　　　　察 評価
改  善  方　策　案　

(

4

)

社
会
に
学
び
社
会
と
と
も
に
生
き
る
生
徒
の
育
成

①ふるさとへ
誇りの意識
成

の
の育

○各教科における地域講師
・各教科において、地域講師
展開し、ふるさとへの誇りの育

の活
を招

成
Ａ

各教科において、積極的に地域講師を
の誇りを高めることができた

用
いた授業を
を図る

招いて学習を実施し、ふるさとへ
　地
の７
き、
方、
進ん
指導
必要
との
ので
考え

域の
～８
この
生徒
で
が
が
調
、
る

方を講師として学習を進め、生
割が「地域について知ることがで
地域を誇りに思う」と答えている
は地域の方への挨拶が昨年度

できていないと考えており、校内
学校外で生きるように指導してい
ある。地域行事への参加も、部活
整を図り、２学期は参加者が増え
今後も調整を続けていくことが大切
。

徒

。一
より
での
く
動

た
と

　地域講師を招いての学習に
れたことは、地域を知る上で
り、継続して取り組んでほし
学校便りなどからもその様子を
でき、生徒にとっても身近な

活用し、公民館等の活動と

Ｂ 各教科において、地域講師を招いて学習を実施することができた

していく。また、地域の方と触れあう機会を
増やし、その都度あいさつなどのマナー指
導も続け、よりよいコミュニケーションができ

地域からの学
習が地域に生きる生徒の力となっている
と思う。さらに多くの機会に地域の人材を

Ｃ 各教科において、地域講師を招いて学習を実施することがあまりできた

るよう、継続して取り組んでいく。連携した取り
組にも活動を広げたり、将来にわたって
桜江町を誇りに思い、郷土を愛する生徒
の心を培う学習を引き続き進めてほしい。

B Ｂ

Ｄ 各教科において、地域講師を招いて学習を実施することができなかった

②学校から
極的な発信
推進と保護
の連携

の積
の
者と

○学校からの各種通信の定
Ｐの定期的な更新
・校報、ＨＰ等で定期的に学校
行う

期的

情
Ａ

定期的に校報、ＨＰ等で情報提供し、
た

な発行とＨ

報の提供を
地域、保護者の学校理解が深まっ

　校
とが
解が
も学
うで
学校
で、
内容
であ

報や
でき
深
校
、ま
の

色々
を
ると

ＨＰ等で定期的に情報提供する
、保護者はもとより、地域の学校

まっている。子供のいない世帯の
からの便りを楽しみにしておられる
た、進路関係においても他県高
方がＨＰから情報得ているという
な方から好評を得ている。今後

更に検討し、継続していくことが重
考える。

こ
理
方
よ

等
こと
も
要

　すばらしいHPにより定期的な
ができ、学校生活の様子をい
ことができていることを高く
に、生徒の活動結果だけで
学校生活の課題などにも時に

学校生活の様子など全体的なＡ

Ｂ 定期的に校報、ＨＰ等で情報提供できた

掲示され、
保護者、地域の援助や支援も要請する事
もあってよいと思う。また、生徒の行事や

る等の働きかけを工夫していく。

Ｃ 校報、ＨＰ等で情報提供できた

Ａ情報提供
だけでなく、より細かな現状を示す情報
を、もっと学年ごとの保護者あてに発信さ
れてもよいかと思う。

Ｄ 校報、ＨＰ等で情報提供が不十分であった

③小中連携
び学社連携
推進

及
の

○小中連絡会の実施
・各教科、領域において、連
した指導を行うことを目指す

携を
Ａ

すべての各教科、領域において、各学
た。

図り、一貫 期１回以上の取り組みがができ
　ほ
人権
外国
ど小
小中
大変
教員
の実
り組
える

とん
集
語
中
で
有
同
態
み
。

どの教科、そして交通安全教室
会等の様々な行事、また小学校
活動に中学生や教員が参加する
連携を図る時間を持つことができ
連携し、生徒の育成をはかる上で
意義な取り組みであったと考える
士がそれぞれの立場で生徒や児
を把握することができ、今後もこの
を継続・深化していく必要があると

や
の
な
た。
、
。
童
取

考

　行事での小学生との交流や外国語活動
での中学生の活動参加、保育園で
験学習など積極的な取組がな
る。特に、桜江小学校から桜江中学校へ
の限定された校区であり、こ

ためにも、自己評価が高まる

Ｂ すべての各教科、領域において、年１回以上の取り組みがができた。

の条件を生
徒にとって有効に生かされるよう、学習内
容を小中連携で深めてほしいと思う。その

える雰囲気作りに努める。また、小中教職
員の交流会や合同研修会も検討していく。

Ｃ ６０～８０％の各教科、領域において、年１回以上の取り組みができた

ように、小・
中学校間の繋がりが深まる活動を工夫
し、児童生徒の変化を継続して把握され、
的確な指導が行われるよう望む。

ＣＣ

Ｄ ６０未満の各教科、領域において、各学期１回以上の取り組みができた

　地域講師を授業に活用することで、ふるさとの良さを再確認し、愛着を持つ生徒が増え
小中連携については、小学校からの指導の継続性が生徒指導上や教科指導上重要と
や児童生徒の情報交換をさらに推進していく必要があると考える。
学校の様子を発信していくことで、学校への関心が高まり、物心両面での支援もし
づけともなっている。したがって、生徒がいない世帯への配布も今後続けていく
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